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９月から人権文化祭の練習が本格的に始まりました。今年は去年よりさら

にレベルアップしたものを完成させようとどの部門も一生懸命に取り組んで

います。そこで、各部門の取り組みの様子についてお伝えします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面に、各部門のメンバーの意気込みを紹介します＼(^o^)／ 

練習初日から、体育館の舞台から

入り口まで声が届くという気合いの

入ったスタートを切りました。本読

みの段階から気持ちのこもった演技

が続き、今ではもう台本を見なくて

も演技ができるところまで近づいて

います。本番までさらに演技の質を

高めて『夢をかなえるゾウ』を盛り

上げていってほしいです。 

ダンサーズは舞台に花を添えよう

と難易度の高いダンスに挑戦してい

ます。１週間で課題曲『Rising Sun』

を習得し、今は自由曲『What About 

Love』の練習をしています。かっこ

いいダンサーグループになるように

様々なフォーメーションにも挑戦し

ています。本番では、全員で息の合っ

たダンスを見せてほしいです。 

小道具では、ガネーシャの鼻や腕、

ネジ工場のネジ１本にいたるまで何

度もアイデアを出し合いながら工夫

を凝らして作成しています。衣装は、

キャストの衣装、ダンサーズの衣装

といろんなジャンルの本格的な衣装

を作り上げています。本番で舞台に

映えるような衣装、小道具ができあ

がるのが楽しみです。 

 

大道具は、細かいグループに分か

れて活動し、各グループとも熱心に

取り組んでいますが、その中でもホ

リゾント下絵担当と助っ人が土曜日

にも学校にきて一日中作業をしてく

れていました。なんといっても舞台

の雰囲気を作り上げるのは大道具。

本番でガネーシャの不思議な空間を

醸し出してくれることを楽しみにし

ています。 

各パートに分かれて合唱練習も始

まりました。パートリーダーが中心と

なって、去年の連音や合唱コンの経験

を生かしながら良いスタートが切れ

ました。練習時間が短いので、毎時間

１１６人一人ひとりが集中して取り

組んでいきましょう。 


